
 

 

令和５年度の基本構想 

                     

 学校経営基本方針 

 

１．学校経営の基本方針 

諸法令に基づき、民主的で文化的な国家・社会と福祉に貢献できる人間の育成をめざし、

調和と統一のとれた学校づくりを行い、公教育として保護者・地域の信託に応える学校経営に

努める。 

① 児童一人一人の確かな学力、豊かな人間性、健康や体力をはぐくむ教育活動を展開

し、「生きる力」の育成に努める。 

② 温かさの中にも規律のある学校を創造するとともに、人権を尊重した教育を推進し、

「笑顔あふれる」学校づくりに努める。 

③ 教職生涯を通じて学び続け、指導力を絶えず高めるとともに、全ての教職員の協働によ

る教育活動の推進に努める。 

④ 地域と協働することで、安心・安全で誰からも信頼される学校づくりに努める。 

 

２．学校教育目標 

 

自ら考え主体的に行動できる子の育成 

 心豊かで積極的に人と関わる子の育成 

 

  ≪めざす学校像≫ 

（１） 一人ひとりが大切にされ、生き生きと活動できる「たのしい学校」 

（２） 学習環境が整い、進んで学習に取り組める「きれいな学校」 

（３） 自ら学ぶ姿勢を身に付けられる「学ぶ意欲をもてる学校」 

 

  ≪めざす子ども像≫ 

（１） すすんで学ぶ子―基礎・基本を身につけ、自主的に行動し判断する子ども 

（２） やさしく、思いやりのある子―命を大切にし、思いやりをもって助け合う子ども 

（３） 健康でたくましい子―最後までねばり強く頑張れる子ども 

 

≪めざす教師像≫ 

    （１） 子どもの心を理解しようとする教師―「児童理解」 

    （２） 研修を深め続ける教師―「自己研修」 

    （３） 保護者と地域の方々に信頼される教師―「真心の理解」 

    （４） 笑顔で心身ともに健康な教師―「健康な教師」 

 



 

３．本市の教育目標に向けて学校が取り組むこと 

（１）学校運営体制 

  ①学校運営体制の確立 

・校長のリーダーシップを発揮し、教頭・首席を要とした組織体制を構築する。各主任・主担

者の育成を図り、それらを効果的に機能させ、企画委員会を学校運営の中心に置いた組

織を確立させることで、学校運営方針と個別課題に取り組む。 

      ・「教職員の評価・育成システム」の実施より、教職員の意欲・資質能力向上と学校の活性 

化を図る。 

      ・教職員が子どもたちと向き合う時間を確保する観点から、校務分掌や行事の見直し、校務

の精査や ICT機器の効果的な活用による教職員の事務負担軽減等の取組を進める。 

②学習指導要領に基づいた指導の充実 

      ・知・徳・体の調和のとれた「生きる力」の育成をめざすとともに、「知識及び技能の習得」

「思考力・判断力・表現力等の育成」「学びに向かう力・人間性の涵養」が偏ることなく実

現されるよう、各教科等の特質に応じた見方・考え方を働かせながら学習の充実を図る。 

      ③学校評価 

      ・「学校教育自己診断」の結果を活用した自己評価、学校運営協議会から提言や評価を受

け、それらの結果を公表し、家庭・地域との理解・連携を深め「地域とともにある学校づく

り」をめざす。併せて学校評価を活用し、PDCA サイクルに基づいた学校経営を推進す

る。 

      ④小中一貫及び幼保こ小連携の推進 

      ・小中一貫事業として、「確かな学力」「豊かな人間性」「健康・体力」のバランスのとれた

「生きる力」を育くむため、「めざす子ども像」を共有し、義務教育９年間を見据えた取り組

みを進める。「学習規律の確立」「学びの連続性」に加えて、児童・生徒の実態に合った目

標を設定し、組織的・計画的に推進する。 

      ・保・幼・小の連携として、不安や段差の解消に向けて、就学前児童の行事の参加、学校訪

問等スムーズに学校に馴染めることとともに、小学校１年生から「学びの基礎」ができるよ

うに取り組みを進める。 

      ⑤情報管理の推進 

      ・個人情報や記録媒体については、適切な作成、保存、保管の校内体制を確立し、「枚方市

立学校情報セキュリティポリシー」に基づいた管理に努める。 

   （２）学習指導 

      ①学力向上委員会・学年会等を活用した取り組み 

      ・年間指導計画に則った進捗状況の管理や「枚方スタンダード」に基づいた授業づくり、教

材研究や各種研修等、授業改善に向け学力向上主担者を中心として組織で推進してい

く。 

      ・週１回の学年会では、学力向上や課題解決に向けての授業改善等について検討したり、

相互の授業参観後等の協議をしたりする機会とする。 

      ②校内研修の推進 

      ・研究授業（国語科）を核とした校内研修を実施し、魅力ある授業及び言語活動の充実に

努め、研究授業での成果を日々の授業に反映できるようにする。 



 

      ・学力向上推進担当者研修等の校外研修の内容を積極的に活用し、授業改善のための授

業研究を中心に組織的かつ計画的に校内研修を推進する。 

      ・プログラミング教育や情報モラルを含めた情報教育についての校内研修を実施し、情報教

育の理解を深める。 

      ③自学自習力の育成並びに家庭学習の定着推進 

      ・家庭学習の定着に向け、招提中校区で９年間にわたり自主学習ノートの取り組みを継続す

ることを確認し、自主学習力向上を推進する。 

    （３）道徳教育 

      ・学習指導要領に基づいた重点目標、全体計画、年間計画、一時間ごとの計画を作成する。 

・生命の大切さ、豊かな人間性、善悪の判断、社会生活のきまり等「道徳の時間」や教育活

動全体を通じて取り組む。 

・教師と児童、児童相互の人間関係を深め、そのことを基礎とした指導を進めるようにする。 

・道徳の研究会に参加し、研修を深める。 

・道徳の教科用図書の教材研究を進め、適切かつ効果的に使用する。 

    （４）人権教育 

      ・全体計画、年間計画を作成し、児童に自尊感情を育み、異文化等の違いを互いに尊重し、

共に生きる子どもの育成に取り組む。 

・教育員が自らの人権感覚を高め、人権問題を正しく理解するとともに、豊かな人間性を身

につけられるよう校内研修の充実を図る。 

・セクシュアル・ハラスメントについての理解を深め、その発生を未然に防止できるように努め

る。 

・重大な人権侵害であるいじめ問題に対する教員の共通理解と未然防止のための指導、早

期発見、早期対応が行える行内体制を構築する。 

    （５）支援教育 

      ・障がいのある児童一人ひとりの障がいの程度に応じた教育課程を編成し、個に応じた指

導の充実に努める。 

・ノーマライゼーション及びリハビリテーションの理念を踏まえ、障がいのある児童の自立を

めざし、まわりの子どもたちを共に育ち合えるように努める。 

・支援学級設置申請や計画書に基づき、適切に実施・運営を行う。 

・大阪府教育委員会作成資料等を参考に適切な指導に努める。 

・「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」を踏まえ、ICT 機器を有効活用する

など、合理的配慮の観点を踏まえた支援教育に取り組む。 

    （６）生徒指導の充実 

      ・いじめ、不登校、生徒指導上の問題について、生徒指導担当者を中心に取り組み、 

       生活指導体制の確立を図る。 

      ・人権尊重の理念に基づいた指導のあり方の研究を実施するとともに、必要に応じて関係

諸機関との連携を図る。 

      ・いじめ、不登校等の諸問題を早期発見するために「いじめアンケート」を実施するとともに、

教職員の研修を実施する。カウンセリングマインドをもちつつ不登校児童とその家庭への

積極的な働きかけを行う。 

      ・子どもにとって「楽しさあふれる学校」「居心地のよい学校・学級」になるよう、「ななめの関



 

係」（担任外、心の相談員等）を推進し、子どもの心に寄り添うシステムを活用し、「行きた

い学校」づくりに取り組む。 

    （７）安全・安心な学校運営の推進 

       ・交通事故、自然災害、不審者等などから子ども守るため、安全教育を充実させる。 

・登下校時及び課業時間の安全確保については、保護者・地域・関係諸団体との協力を図

りながら、積極的に取り組む。 

・適宜、適切な防災、防犯訓練を実施する。 

・水泳指導実施時における管理体制を確立する。 

・校外での不審者や危機対応の体制を確立する。 

・地震、大雨等の自然災害に対する訓練を行い、子どもの安全確保に努める。 

・学校の立地環境等の実情を踏まえ、防災教育に対する意識を高めるとともに、組織の構

築を行う。 

・防災教育の視点から「引き渡し訓練」「ＨＵＧ訓練」等避難訓練を実施する。 

    （８）教職員の資質向上・指導力向上 

       ①経験の浅い教職員の指導力の向上 

       ・首席や初任期指導担当、学年主任等を活用した日常的なOJTによる実践的な研修を組

織的・継続的に推進する校内体制を充実させる。 

       ②意識の向上を図る 

       ・不祥事防止を徹底し、特に体罰は絶対に許されないということを一人ひとりの教職員に

繰り返し周知徹底させる。 

       ・教職員が研修等を通じて自らの人権感覚を高め、人権問題を正しく理解するとともに、よ

り一層、豊かな人間性を身につけられるよう努める。 

       ・常日頃から連絡・報告・相談を徹底するとともに、服務等についての研修を定期的に実施

する。 

 

４．令和５年度の具体的目標 

  ◆学力向上 

    学習指導により、一人ひとりの児童に学習の成就感を味わわせ、学習に取り組む意欲を養い、

人間形成に必要な基礎学力や社会の変化に主体的に対応できる自己教育力の育成をめざす。 

    授業では、子どもが主役となり主体的に学ぶことができるよう、教員の指導力向上に向けた研

修に組織を挙げて取り組む。 

   

   ①「個別最適な学び」と「協働的な学び」の実現 

        ・教育委員会等が実施する研修を活用し、教職員の資質・指導力を高める。 

・すべての子がその子に合った方法で、その子に合った目標を達成できるように指導を行 

い、主体的に学べるように支援する。 

       ②学習指導要領に基づく教育課程の編成 

       ・各教科、特別の教科 道徳、外国語活動、総合的な学習の時間及び特別活動の授業時 

数を適切に確保し、それぞれの特質に応じて適切な指導を行う。 

       ・学習の評価については、指導と評価の一体化を図り、個性を伸ばす評価システムの改善



 

に努める。 

       ③授業づくり・授業改善 

        ・国語科を核にした校内研修を充実させ、教職員の指導力を向上させる。 

・方法 ア．研究主題および目標を明確にする。 

イ．学力・学習状況調査等の分析を踏まえて、研究を推進する。 

・研究テーマ 「伝え合う力を高めるための授業デザインをめざして」 

        ・「枚方スタンダード」を踏まえ、発達段階に応じた授業スタイルを研究・実践していくとと

もに、学習規律の徹底を図る。 

        ・各教科の指導にあたっては、基礎的・基本的な知識・技能の習得とそれらを活用して課

題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力の育成に努める。 

        ・全国学力・学習状況調査、大阪府新学力テスト（小学生すくすくウォッチ）の結果分析を

元に、本校の課題を把握し授業改善等に生かす。 

       ④自学自習力の育成 

        ・授業・放課後学習・家庭学習等で、自ら課題設定を行い取り組みを進めることができる、

自学自習力の育成に努める。 

        ・自学自習ノート等の実践例を廊下に掲示したり、学校だよりに載せたりして取り組みを

推進する。 

       ⑤読書活動の実施 

        ・読み聞かせ・一人読み等、子どもへの読書意欲を持たせる。自ら本に親しむ子どもの育

成として、朝学習において、全学年・全教員の朝読書の取り組みを実施する。 

        ・各学級において読書量を把握し、特に頑張った児童を「平野読書表彰」として、児童集

会等で表彰する。 

        ・学校図書館を増刷や整理を行い環境整備に努め、授業等における活用を充実させる。 

       ⑥英語教育の充実 

        ・外国語科・外国語活動については、校内研修を積極的に行い、また、講演会等に積極的

に参加して実践力をつける。 

        ・英語専科教員による効果的な実践を進め、特に高学年では、中学校での英語を意識し

て、自分の考えや気持ちなどを伝え合う力の素地や基礎的な力を養うよう指導の充実

に努める。 

       ⑦習熟度別指導推進事業によるきめ細かな指導の充実 

・専科指導を通して、自分の考えをまとめ、表現できる児童を増やす。 

・児童の実態に合わせた個別指導、児童の学習意欲が高まるような教材、教具の開発を

し、校内に共有する。 

       ⑧ICT機器の効果的な活用 

・ICT 関連教育機器等を教科・領域等で効果的に活用し、基礎基本の定着・自学自習力

の向上をめざすとともに情報リテラシーを培い、情報モラルの育成に努める。 

・各教科・集会等、あらゆる機会で ICT関連教育機器の効果的な活用に努めるとともに、

さらなる充実に向け、指導主事や教育推進プランナー、ICT サポーターを活用した校内研

修の充実に努める。 

 

     



 

 

 ◆生徒指導 

    生徒指導にあたっては、一人ひとりの児童の人格を尊重し、個性の伸長を図りながら、社会的

資質や能力・態度を育成し、自己実現への指導・支援を行う。 

 

・学校いじめ防止基本方針にのっとり、いじめ防止対策委員会、不登校対応委員会を中心

に組織的に取り組む。 

・担任は保護者との連絡を密にしながら、未然防止に積極的に取り組む。 

・いじめを絶対許さないという毅然とした態度で指導し、児童・教職員、保護者が一体となっ

た不登校・虐待の早期発見と根絶に努める。 

・幼稚園、保育所、近隣小学校、中学校や関係諸機関との連携を密にする。 

・心の相談員、スクールカウンセラー等を活用し、児童、保護者からの相談活動の充実を図

る。 

・不登校または不登校の兆しのある児童に対し、ICT 機器を活用して心の可視化を行い、機

を逃さず児童・家庭とつながり、きめ細やかで適切な対応に努める。 

・全教職員の一致した指導を通して、規律ある集団行動ができる児童を育てる。 

・体罰は重大な信用失墜行為であり、子どもの人権はもとより人間としての尊厳を損ない、

子どもと教員との信頼関係を根底から覆すものであると認識し、適切な問題解決に努め

る。 

・「進んであいさつのできる子ども」をめざして、校内のあいさつ運動の他、家庭・地域と一

体となった取り組みを行う。 

・タブレットの使用上のルール等について、学校と家庭が連携した取組を進める。また、携帯

電話等での SNS 等を介したネット上の犯罪に巻き込まれないよう、家庭でのルールづくり

など、保護者への啓発を行うとともに、必要に応じて関係機関とも連携し対応する。 

 

     ◆道徳教育 

    学校教育全体を通じて道徳教育を行うとともに、道徳の時間を要として、各教科・領域と密接

な関連を図りながら、計画的、発展的な指導によって道徳的実践力を育成する。 

 

・道徳教育推進教師を中心として、全学年における１時間ごとの指導計画を見直し、道徳科

の指導方法の工夫・改善に努める。 

・道徳科と各教科・領域等の関連を踏まえた道徳教育の全体計画及び、既に作成している

道徳科の指導計画の下、指導の充実に努める。 

・道徳教育の充実や生徒指導の徹底の具現化として「清掃活動」に取り組む。 

 

     ◆人権教育 

     人権教育にあたっては、知識の理解に留まることなく、豊かな感性をはぐくみ、具体的場面に

直面した時に行動できる態度を育成する。このためには、教職員自らが、正しい人権感覚を身

につけ、人権尊重の精神に徹した教育活動の推進に努める。 

 

・児童が関わり合う場を設定するとともに交流活動をもち、ともに育つ仲間意識と育てる。 



 

・誹謗中傷などの対象とならないよう人権尊重の精神の意識向上を図る。 

・教職員一人ひとりが豊かな人権意識・感覚をもって教育活動を展開できるよう校内研修

の充実に努める。 

・障がいのある児童の人権を尊重することを基本に、障がい者理解を進める学習活動を系

統的に実施し、児童の人権意識の高揚を図る。 

・児童虐待の防止にあたっては、未然防止・早期発見・早期対応に努め、学校として組織的

に対応し、関係機関と継続的に連携を図る。 

 

     ◆支援教育 

     支援教育にあたっては、障がいのある児童の将来の自立、就労をはじめとする社会参加をめ

ざし、その可能性を十分に引き出すとともに、インクルーシブ教育システムの理念を踏まえ、まわ

りの子どもたちと共に育ち合うように努める。 

 

・障がいのある児童の保護者の意向を受け止め、十分な配慮のもとに支援教育に取り組

む。 

・個別の指導計画及び教育支援計画を作成し、個に応じた指導を充実させる。 

・通常の学級に在籍する発達障がいのある児童の指導にあたっては、個別の指導計画・教

育支援計画の作成と活用を図る。 

・障がいのある児童の指導にあたっては、支援教育コーディネーターを中心に全校的な支援

体制のもとに教育活動を行う。 

・校内支援体制の確立に努める。 

 

     ◆健康教育・安全について 

     体力の向上及び心身の健康の保持・増進に関する指導については、体育・保健体育の学習

を要として、学校教育全体で推進する。 

     安全教育については、不審者の侵入や学校での事故、交通事故に対し安全教育の一層の充

実と学校施設・設備の点検整備により、児童の安全確保及び安全管理に努める。 

 

・スポーツ庁が５年生を対象に実施する、全国体力・運動能力・運動習慣等調査や大阪府

教育庁が府内すべての３年生・４年生を対象に実施するスポーツテストの結果を分析し、本

校の課題に即した、体力向上プランを作成し、体力向上の取り組みを推進する。 

・子どもたちの体力や生活習慣、食習慣、運動習慣を把握し、体育・健康に関する指導の改

善に資するとともに、体力向上プランに基づき体力向上に努める。 

・安全な学校環境を保持するため、定期的に校内の安全点検や通学路の点検を実施し、事

故の防止に努める。 

・災害や不審者等に備えた安全教育を充実させ、登下校の安全確保も含めた実践的な防

災・防犯訓練を実施し、常にその改善に努める。 

  

     ◆学校・家庭・地域との連携 

     学校は、地域の共有財産であるという視点に立ち、学校・家庭・地域との連携・交流を進め、

家庭や地域とともに子どもたちを育てていく学校運営に取り組む。 



 

     児童の学習意欲や学習効果を高める学校環境の整備に努める。 

 ・ＰＴＡの「付き添い登校」や教員の登校指導等と連携して、子どもが安全に登下校できるた

めの体制つくりを図る。 

・家庭における学習習慣を身につけるとともに、学校での学習がスパイラルを描き、バランス

のとれた「生きる力」が身に付くように、家庭との連携に努める。学校の方針等を家庭へ啓

発するために、家庭向けパンフレット「平野ナビ」をより充実させ、子どもの成長をよりよく助

けるものとする 

・子どもの生活習慣や人間関係等も含めて、タブレットを活用し学校と家庭が連絡を密に図

り心豊かにたくましく成長できるように、指導、支援するとともに、家庭との連携を深める。 

      ・学校便りやメール配信、学校からのおたより、学級だより、学校ブログ等により、きめ細かく

学校の情報を発信し、家庭との連絡を図る。保護者との友好な関係が気づかれるような機

会を設定し、家庭と学校が一体となり、子どもの成長を支援できるようにする。 

      ・学校図書館の有効活用を図り、読書指導の充実に努める。 

・授業参観を土曜参観等において実施し、地域の方々にも開かれた学校をづくりを参観して

もらい、よりよい学校づくりを推進する。 

・コミュニティの祭、自主防災訓練等の地域行事に積極的にかかわる。 

・「見守り隊」との連携を深めるために、「見守り隊」との交流会に参加し、学校、保護者、地

域が協働で「つながり」を深めていく。 

・校区の自主防災訓練や安全教室等に積極的に協力し、防災意識の高揚を図る。 

・ビオトープについて、地域の方々にサポートしてもらい、よりよい環境として整えていく。 

・「見守り隊」「学校環境ボランティ」等、児童に関わる方々への感謝を伝える方策を実施す

る。 

 

    ◆食に関する指導の充実 

      ・児童一人ひとりが望ましい食習慣を身につけ、自ら健康管理ができるようにする。 

      ・楽しい食事や給食活動を通して望ましい人間関係や豊かな心を育てる。 

      ・「早寝・早起き・朝ごはん」「野菜バリバリ、朝食モリモリ」の趣旨を理解し実践できるよう、

家庭や地域に積極的に働きかける。 

      ・栄養教諭を中心に学校給食を活用した食育を推進する。 

      ・各教科・領域等学校生活全体を通じた食育の推進を図る。そのため、各学年で教科・領域

を通した食育の授業を実施する。 


